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着盛とbj:､すべての人々に対して､健康の保持､増進あるt̂は健康を回復するように､その人の､

基本的ニー ドに従って､これを直接的､個別的に援助することであると､うたわれている.

最近の医学の発展とともに､看蓮も大きく進歩､変化しつつある.この医学の発展のかげには､

大きくふ くれ上った診療の補助が､今迄の看表の上vc重ってきている｡

例えば､胃炎でウレミ一に在った点者さんは､どうする事もできず､ただ傍祝 してV'るのみであ

ったが.現在は､腹膜擢流によって､延命が可能に覆った｡ しかし､40分毎の濯流液の保温､注

入､排液の操b返し等で､一日中診療の補助で終ってしまうO此の様夜着諺の現状を､慮者さんは

どの様に受けとめているかを知bたいと､かねがね思っていた.

丁度其の頃､昭和45年 10月5日から7日まで､文部省よb看護要具業務内容調査があD､幸

にも各々の時間を正確に記載する機会を得て､あらためて､私達の劫務時間がどの嶺に使われてい

るかを､はっきり知ることができた｡それによると､慮者の身のまわDの世話よDも､診療の補助

が全体の109.6%にも使われている事がわかb､ これをヒyトに､着意の基本である､患者の感

触時間の増大をめざして研究をしてみたいと考えた.

昭和45年 10月5日から7日までの､戸塚内科病棟状況と功癖人員

病 棟 状 況

10 月 5日 6日 7日 10 月 5日 6El 7日

定 床 数 40 40 40 準 夜 1 1 1

点 者 数 57 57 5d 深 夜 2 2 2

重症盛者数 5 5 5 ヘル J{- 1 1 1

付添人家族 6 6 6 病 棟 締 1 1 1

日 勤 5 5.5 4.5 代 休 2 1~ 2.5
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看護業務内容

看讃業務 内容 説明

略号 業 務 区 分 葛 藤 業 務 内 容

A 患者 の 身のまわ bの世 話 (1病室の環境整備 (.2)ベットメ-キング (.n身体の清潔

(4衣服の世話 (5)食事の介助 (6)排牡の世話 ー7)保温
(8)体位変換 (9)移動および歩行の介助 (9)患者輸送

0鴎を温､計測､経過観察 郁頗口薬の投与 倫病室巡視

t'i@入退院の世話 旬療養指導 錦家族に対する連絡

⑩死後の処置等

B 診 療 の 補 助 (1)診察､治療､手術､分娩､回診の準備､介助､-後始末
(2医師に対する報告､連結

1割注射 輸瓶 処置 機能訓練等の準備､介助または施行､

後始末

C 検 査 の 補 助 検査の準備､介助または施行､後始末(各種カメラ､Ⅹ
線榛影､穿刺､各種機能検査､血液 .尿等検査等)

D 教 育 研 究 の 補 助 臨床講義､ポリクリ､病床で行なう小クループ教育､そ
の他病完内で行なう学生の教育の補助

且 附属看盃学校生徒等の教育指導 臨床実習指義 看蓮学校等て謝ナる斉義 臨床指導連絡会議等

F 看 表 記 鐘 等 事 務 (1)看謹関係言己録(看蓮日誌､体温茨､カーデックス､病棟日誌等) は)着意計画表､泰盛職員劫務表作成 は)医

師指示書確認

8 蚊 事 務 (1)文書(カルテ､五線フイルムを含む)の盛理､保管
(2眉己癌(看孟記達を除く)､各頑伝采 統計の作成 .諸手続

I3)頒品､消耗品､薬品等点検､整備

(4)その他の庶癖的事務 (5)蕃虎虐油(電話の墳次ぎを含む)

i 医 療 器 材 の 消 毒 調 整 中央材料部等において集中的に行夜つている医臆器具､傾城のセット組合せ､消毒､洗浄､手入れ､衛生材料の

調整等

エ 補 助 的 業 務 掃除､洗感,洗感物要理､メッセンジャT的業務等

J 執 務 交 替 引 継

Ki 草 付 案 継 外来等における受付､呼出､案内等

IJ.そ ∴ の 他 上記各事項に該当Lをいもの
(カンファレンス､番頭打合せ会等)

班 休 憩 休 息 食事等の時間を含む
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業務分析5日間の集計
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アンケート

次に患者さんは､どの様な看護を望んでいるのかを知るために､各科にお顔 いして7ンケート

をとってもらう.比の7ンケ-トを作ったきっかけは､或る学生の実習記盛からヒントを得たも

ので､ ここに実習記淳の按枠を紹介する｡

｢身のまわりの世話をした けゞで､申し訳ないと言 う｡ こちらは当然のこととして行っているの

だが､,E.者さんにしてみればそうではない.者達婦さんが忙しく｢人一人の細かい部分にまで､

目が届かない現状が当然のよう(JC受けとられてV,るため､患者さんは､何が本当の看護業務なの

か､正しい受け取 9万をしていないと思う｡｣ というものであった.

そこでこの本当の看義業務をどの様に意者さんは知 っているのか､希望しているのかを､知る

ために､アンケートの項目を選んだ｡看讃婦はの開､2,5.4.5.10.は看蓮婦と虐者の内面的なつ

が りを調べるために､比の様な形であげた.同一内容の質問を多角的に開 く方が良いと思ったか

らである｡看護婦はの間1から14間は基礎看護を参考にして日頃の勤務から打ち出した項目で

ある｡

アンケート内容

方法 下記の間に対して､はい .いいえのいずれかに○をして下さレb
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基準看護について

o言葉を知っている. はい いいえ

o内容を知 っている｡ はい いいえ

o全く知らをい｡ はい いいえ

看護婦は

1 親切ですか はい いいえ

③ ベ ットのそばに来て話 して行く事がありますか. はい htnえ

5 きまった事 しかやってくれないですか. はい いいえ

4 ベットのまわ少を整頓してくれますかO はい いいえ

⑤ 時には御飯時見廻bL食事内容を見ていきますかO はい いいえ

6 花の水を取 り変えてくれますか.

⑦ 配膳下盛をしてくれますか(必要の人)

◎ 適切な処置をしてくれますか｡

9 めんどうくさがbますか｡

姻 戚み易V,ですか｡

11 診察とか検査の後始末は丁寧ですか｡

QJi)夜間の着意vc不安を感じますか0

15 皮下筋肉注射後はマッサージしてくれますか｡

14 汚物糞尿吐物はすぐ片付けてくれますか.

かまい いいえ

はレヽ レヽいえ

はい いいえはい いいえ

はい レヽいえ

はい いV,lえ

はい いいえ

はい レヽいえ

患者うんは

2 同室の人vc遠慮 して頗まをい草があbますか｡ はV} いいえ

③ 忙 しそうで頼むのを遠慮していますかO はV} いいえ

○のついた項目のみを政枠してグラフにした.回収率は各病棟共に､重症患者以外は全部回収し

たので100宙と考えるo

各病棟から収集した枚数

Ⅰ病棟･---･54枚

皿病棟･---･58枚

Ⅲ病棟 ･-･.･･･50枚

Ⅳ病棟･---･29枚

Ⅴ病棟･-･--51枚

Ⅵ病棟･-･･･.･'28枚
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アンケートの結果

基準看護 につい て

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

看護婦 につい て

1020 50 40 5060 70 80 90 100%
∈:琵9 2/< ッ ト のそばに来 て話 して行 く劫 ;

あ b ま す か ｡
cz22215脚 こは餌飯時見廻bLで食事の内容
を見て行きますか｡

⊂=コ7.配膳･下膳をしてくれますか｡
(必要の人)

に∈Eya通髄 処置をしてくれますか｡

∈=ヨ1a頼み易いですか｡

血ⅡⅢ12,夜間の看護に不安を感じまづ7h｡

D ID 20.50.4150.60.70 80 90

重点的に当病棟の問題点と売る､アンケートの説明

者表婦はの2つの間でも他の病執 てくらべ､ベットサイドVC行 くパーセンは ､一番底く､従っ

て 12の夜潤の看頚にも不安を感づる｡という結果に至っているQしかし､病棟Ⅳの執 てベット

サイドには､首,(-セント看-a婦が行っているのに対し 夜間の看歪に不安を惑ずると言う結果

もでている｡患者さん蛾 の間5番忙しそうで頼むのを遠/,iしていますか､では当科は断然多く

65感を示している.
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_こうして両方の表を比較 してみると､業務内容調査からは､ベットサイド看護の少ない事がわ

かbi.7ンケートから正､ベットサイド看護の少をい不満が現われておb､奇 しくも一致する様

な結果が浮かび上らた｡ ～

やはり私達の行ってV}た看護は､患者さんとの接触時間の少をいものであb､身のまわDの世

話をした けゞで ｢申し訳をい｣̀と言わせた原因でもあった.そこで､此の資料をもとに看護業務

をもう一辺考えてみた｡

先づ第-に､看護婦の姿勢に問題があると思った｡今迄は､診療介助の側に立って､患者を看

超 していたとしか思えをい｡第二に病気を持 った二人の人間として意者をあっかゥた事があるだ

ろ5Lか｡患者のニー ドに応 じた看表を､基本的に打ち出し.1少をくとも勤務時間の半分以上がベ

ットサイドに移行する様Ln:努力しようと話 し合う｡

その結果､私達はあbきたDの言葉であるが､点者中心の看護に徹するべきだと言う結論を得

た.そして､まず第-に､カーデックスケこ依る看盛計画の展開を実施することにした｡これに依

って､看-Bの態勢は患者中心の看盛に､やや移動 した緑に考えられるがもっと研究に努力し積み

重ねていか浸ければなら恵Vl.

終 旦川こ､此の様をアンケートを作成して､状態を知った事が､何よDの収穫であった｡同時に

尚一層の奮起をした. アンケートに御協力あDがとうございました.

耳鼻咽喉科

失声状態 にある患者の

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン I I

発表者 二 村 美代子

耳鼻咽峰村一向

1. 番家の紹介

前回の研究で失声状態にあるPtとNBのコミュニケーションの題係はとかくN白からPt-

の働きかけが強く､一方的に在っているのではをいかとVlう疑問が持たれましたoそこで私達は

前回にひき続いて､失声状態にあるPtとN8のコミュニケーションの舶係を良くしてゆくには

いかにしたらよいか更に検討してみる事にしました.

2.状況の確認 (イメージを備える)

前回のテーマをとbあげて検討してきた結果失声 Ptの為に看義の働きかけがだいぶ改善され

計画されてきています.

a オリエンテーション
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